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第2章 益田氏城館跡を取り巻く環境 

2－1 自然的環境 

2－1－1 位置 

益田市は島根県の西端部に位置し、南は津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

と吉
よし

賀
か

町
ちょう

、東は浜
はま

田
だ

市
し

、南東は広
ひろ

島
しま

県
けん

、

西は山
やま

口
ぐち

県
けん

と接している。平成16(2004)年11月1日に、益田市・美
み

都
と

町
ちょう

・匹
ひき

見
み

町
ちょう

が合併し、

新市域の総面積が島根県内で最大の733.19㎢となった。 

 高津川と益田川によって形成された石見地方最大の沖積平野を中心に市街地が広がり、

古くから山陽と山陰を結ぶ交通の要
よう

衝
しょう

地
ち

として栄えてきた人口47,200人の市である。 

 中世には国人領主益田氏が本拠地とした。益田氏は平安時代末に益田に移り、関ヶ原の

戦いの後、長門
ながとの

国
くに

須
す

佐
さ

(山口県

萩市)に移るまでの約400年間

にわたりこの地を治めた。 

 益田氏城館跡は、市域の北部

中央に位置し、益田氏の居館で

ある三宅御土居跡と、居城の七

尾城跡からなる。三宅御土居跡

は益田川右岸に立地する平地

居館跡で、益田川対岸の丘陵上

に山城の七尾城跡がある。益田

川河口からは約5㎞上流に位置

する。七尾城跡の本丸からは、

かつての城下のまち並みと日

本海を広く眺望することがで

きる。 

 

2－1－2 地勢 

 益田市は、北は日本海を臨み、南は中国山地に連なる。市域の南東から南西にかけての

広島県との県境に沿って、島根県最高峰の恐
おそ

羅
ら

漢
かん

山
ざん

(1,346ｍ)、寂
じゃく

地
ち

山
さん

(1,337ｍ)、安
あ

蔵
ぞう

寺
じ

山
やま

(1,268ｍ)など中国山地の脊
せき

梁
りょう

部を形成する標高1,000ｍ級の山々に囲まれている。 

中国山地を源流とする一級河川高津川と二級河川益田川が市北部の益田平野を流れて日

本海に注ぐ。益田平野は2本の河川による複合三
さん

角
かく

州
す

及び扇
せん

状
じょう

地
ち

と、砂丘に覆われた海
かい

岸
がん

砂
さ

州
す

で構成された沖積平野である。高津川河口付近の左岸には標高50～60ｍの丘陵地が広が

り、蟠
ばん

竜
りゅう

湖
こ

は海岸からの飛
ひ

砂
さ

で形成された砂丘が谷の出口を塞いだことによってできた堰
せき

止
とめ

湖
こ

である。益田市の海岸線は、東端の浜田市境と西端の山口県境周辺では磯が見られる

ものの、それ以外は砂浜が長く続く。 

 

図 2－1 益田市の位置 
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図2－2 地形水系図 

 

図2－3 土地条件図 

(国土地理院発行の数値地図25000(土地条件)を使用) 
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2－1－3 気象 

益田市は日本海を流

れる対馬
つ し ま

海
かい

流
りゅう

の影響

を受け、冬でも最低気

温が0℃を下回ること

は少ない温暖な地域で

ある。近年の暖冬の影

響により山間部でも

年々積雪量は少なく

なってきている。 

平成29(2017)年の年

間平均気温16.0℃、年

間降水量は1,423.0㎜

である。 

 

 

2－2 歴史的環境 

2－2－1 益田市域の歴史 

益田の黎
れい

明
めい

 

山間部の新
しん

槙
まき

原
はら

遺跡(匹見町道
みち

川
かわ

・県史跡)では旧石器時代の石器が、海岸部近くの久
く

城
しろ

西
にし

Ⅱ遺跡(久城町)や堂
どう

ノ
の

上
うえ

遺跡(久城町)では縄文時代草
そう

創
そう

期
き

が下限と推定される石器が発見

されるなど、古くから人の営みがあった。特に、匹見町には縄文時代早
そう

期
き

以降の狩
しゅ

猟
りょう

・採
さい

集
しゅう

・漁
ぎょ

労
ろう

を基盤とした集落遺跡が濃密に分布する。上
うえ

ノ
の

原
はら

遺跡(匹見町匹見・市史跡)やダ

ヤ前遺跡(匹見町道川)では縄文時代早期
そ う き

の石器や土器が確認され、前
ぜん

期
き

の中
なか

ノ
の

坪
つぼ

遺跡(匹見

町紙
し

祖
そ

・市史跡)や中
ちゅう

期
き

の石
いし

ヶ
が

坪
つぼ

遺跡(匹見町紙祖・市史跡)から出土した九州系土器からは

遠隔地間の活発な交流がうかがえる。縄文時代後
こう

期
き

になると石ヶ坪遺跡、水
みず

田
た

ノ
の

上
かみ

遺跡(匹

見町紙祖・市史跡)、ヨレ遺跡・イセ遺跡(匹見町匹見・市史跡)で配
はい

石
せき

遺
い

構
こう

が確認され、葬

送儀礼を含めた宗教的な儀式も行われていた。中国山地を縦断する断
だん

層
そう

谷
だに

や南北方向に流

れる河川の谷が主要な交通路を形成し、広域的な文化交流の要衝地として拠点的な集落が

複数形成されていったと考えられる。 

 海岸部にあっては、潟
せき

湖
こ

中の微高地や低丘陵に狩猟・漁労を営む採集民集落が出現する。

久城丘陵上の若
わか

葉
ば

台
だい

遺跡(久城町)からは縄文時代後期前葉の縄文土器が出土し、沖
おき

手
て

遺跡

(久城町)では後期末～晩期
ば ん き

初頭の丸木舟が発見されている。土
ど

井
い

後
うしろ

遺跡(三宅町)の地に、

最初の人の居住が見られるのは縄文時代晩期のことである。 

益田川流域においては、酒
さか

屋
や

原
ばら

遺跡(美都町仙
せん

道
どう

)、唐
とう

干
ぼし

田
だ

遺跡(美都町都
つ

茂
も

)や本
ほん

郷
ごう

遺跡

(美都町二
ふた

川
かわ

)で後・晩期の縄文土器が出土している。また、高津川流域では、後・晩期の

代表的な遺跡として安
やす

富
とみ

王
おう

子
じ

台
だい

遺跡(安富町)がある。 

弥生時代には稲作が始まり、環
かん

濠
ごう

集
しゅう

落
らく

や高
こう

地
ち

性
せい

集
しゅう

落
らく

も営まれ、弥生時代後期にかけて多

図 2－4 平成 29(2017)年気温、降水量グラフ (松江地方気象台データ) 

(℃) (㎜) 
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くの竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

を有する広く安定的な集落へと展開していった。浜
はま

寄
より

・地
じ

方
かた

遺跡(高津町)で

は、高津川沿いの自然堤防の後
こう

背
はい

湿
しっ

地
ち

に営まれていた弥生時代前期の水田が検出された。

浜寄・地方遺跡では弥生から中世までの各時代の遺物が相当量出土しており、高津川河口

部で長期にわたって存続した拠点的な集落と考えられる。益田平野中央部の沖手遺跡にお

いても前期の弥生土器が少量ながら出土し、初期の農耕集落が存在した可能性がある。中

期以降、久城丘陵西端の専
せん

光
こう

寺
じ

脇
わき

遺跡(久城町)で貼
はり

石
いし

墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

が発見され、後期の堂ノ上遺

跡(久城町)では大規模な竪穴住居群が確認されるなど、益田川河口部一帯の集落をまとめ

る小首長の台頭を示している。 

高津川中流域の安富地区では、集落域を区画する溝をもつ弥生中期の羽
は

場
ば

遺跡(安富町)

や多数の住居跡が重なり合って見つかった弥生後期の大規模集落である中
なか

小
しょう

路
じ

遺跡(安富

町)がある。西部瀬戸内系の弥生土器が多数出土しており、縄文時代から引き続いて広域に

わたる交流が行われていたことを物語っている。 

有力な首
しゅ

長
ちょう

の登場と古墳 

古墳時代になると、益田川以東の益田平野周辺に古墳が造られ始め、しかも前期から後

期を通じて継続して築造される。市内最古の古墳である四
よつ

塚
づか

山
やま

古墳(下
しも

本
ほん

郷
ごう

町
ちょう

)は、日本海

まで一望できる丘陵上に位置し、団地造成中に三
さん

角
かく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

が発見されたことから、古墳

時代前期に位置付けられている。その後に築かれた大
おお

元
もと

1号墳(遠
とお

田
だ

町
ちょう

・県史跡)は、全長約

85ｍの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、石見地方最大の規模を誇る。発掘調査の結果、古墳の表面を覆って

いた葺
ふき

石
いし

や、墳丘上に立て並べられた埴
はに

輪
わ

が多数出土し、畿内の埴輪製作技術の直接的な

影響を受けた埴輪も認められる。古墳時代中期には、スクモ塚古墳(久城町・国史跡)が築

造された。直径約53ｍの造り出し付円墳として指定されたが、近年の測量調査により、全

長100ｍの前方後円墳である可能性が指摘されている。古墳時代後期に築造された小
こ

丸
まる

山
やま

古

墳(乙
おと

吉
よし

町
ちょう

・市史跡)は、全長約52ｍの前方後円墳で、周囲に周
しゅう

溝
こう

と周
しゅう

堤
てい

を備えており、

このような形態の古墳は石見地域で唯一のものである。また、副
ふく

葬
そう

品
ひん

として馬具や須恵器

が出土している。このように、益田平野とその周辺部では、首長の系譜を引くと考えられ

る大型古墳が継続的に築造されており、古墳時代の益田地域がヤマト政権による日本海沿

岸地域支配の西の拠点にあたることが、その背景の一つに挙げられる。 

一方、台頭してきた有力者層も鵜
う

の鼻
はな

古墳群(遠田町・県史跡)、白
しら

上
がみ

古墳(白
しら

上
がみ

町
ちょう

・市史

跡)、片
かた

山
やま

横
よこ

穴
あな

群
ぐん

(東
ひがし

町
まち

)、北
きた

長
なが

迫
さこ

横
よこ

穴
あな

群
ぐん

(赤
あか

城
ぎ

町
ちょう

)などの墳
ふん

墓
ぼ

、群
ぐん

集
しゅう

墳
ふん

、横穴群を造営した。

山間地においても三
み

谷
たに

1号古墳・2号古墳(美都町三谷・市史跡)、江
え

田
だ

古墳・和
わ

田
だ

古墳(匹見

町・市史跡)などが築造された。 

なお、古墳時代中期から後期にかけての集落跡が若葉台遺跡、久
く

城
しろ

西
にし

Ⅰ遺跡(いずれも久

城町)で発見され、有力な古墳群が築造された背景が明らかになりつつある。 

古代の益田 

奈良時代には、現在の島根県の西半に石見
いわみの

国
くに

が置かれ、益田市域はほぼ石見国美
み

濃
の

郡
ぐん

に

相当する。石
いわ

見
み

国
こく

府
ふ

は、益田市に隣接する現浜
はま

田
だ

市
し

に置かれた。美
み

濃
の

郡
ぐん

衙
が

の位置は特定さ

れていない。中小路遺跡では直径1ｍに及ぶ柱穴群が検出され、官
かん

衙
が

に関わる建物とも推測
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されており、益田川中流域の酒屋原遺跡(美都町仙道)においても円
えん

面
めん

硯
けん

などが出土し、官

衙的な性格を有する遺跡と考えられている。また、中世益田氏の居館が置かれた三宅(三宅

町)を｢屯倉
み や け

｣と想定する説もある。 

この時期、市域東部の海岸部に近い丘陵斜面上などには、須恵器窯が築かれた。本
ほん

片
かた

子
こ

窯
かま

跡
あと

(津
つ

田
だ

町
ちょう

)では須恵器の坏
つき

や壺類のほか、丸瓦・平瓦も焼成されており、未だ発見されて

はいないものの、古代寺院や官
かん

衙
が

の存在が推測される。 

平安時代の｢延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

名
みょう

帳
ちょう

｣には旧美濃郡内で五社がみえるほか、益田川河口部には寺名

に「福」の字の入る5つの寺院(通称：五
ご

福
ふく

寺
じ

)があり、万
まん

寿
じゅ

3(1026)年の大地震による津波

により流失したという伝説がある。現存する中須
な か ず

町
ちょう

の福
ふく

王
おう

寺
じ

と東町の万
まん

福
ぷく

寺
じ

は、これらの

後身の寺院(万福寺は中須の安
あん

福
ぷく

寺
じ

を移したもの)といわれる。『日
に

本
ほん

三
さん

代
だい

実
じつ

録
ろく

』には、元
がん

慶
ぎょう

5(881)年に都
つ

茂
も

郷
ごう

丸
まる

山
やま

で銅山が発見されたとの記載がある。 

また、本市は飛鳥時代の歌人、柿本
かきのもと

人
ひと

麿
まろ

にまつわる伝承が多く残る。戸田の柿本神社は、

人麿の生誕地に建てられたといわれ、代々語
かたり

部
べ

(歴史や神話を口伝する職務にあった人)で

あった綾部家が神社の神官を務めてきた。人麿は大
たい

宝
ほう

元(701)年以降に石見国府に赴任し、

久城沖にあった鴨
かも

島
しま

の地で生涯を終えたといわれる。没後、聖武天皇の勅命によって、鴨

島に人麿を祀る社殿が建てられたが、前述の津波で島は水没したと伝わる。ご神体が漂着

した高津松崎に社殿を再建し、天
てん

和
な

元(1681)年に津和野藩主亀井茲
これ

親
ちか

によって現在地に移

築された。 

中世の益田 

平安時代末には、益田荘
ますだのしょう

と長野荘
ながののしょう

が成立し、美濃郡内のほとんどの地域が荘園となった。

貞
じょう

応
おう

2(1223)年の土地台帳によると、鎌倉時代の益田は大半が益田荘と長野荘で占められ、

国衙領は疋
ひき

見
み

別
べっ

符
ぷ

、丸
まる

毛
も

別
べっ

符
ぷ

、津
つ

毛
も

別
べっ

符
ぷ

の3箇所が存在するだけであった。益田荘は本郷、

納
なっ

田
た

郷
ごう

、井
い

村
むら

郷
ごう

、乙吉郷、弥
や

富
とみ

名
みょう

からなり、摂
せっ

関
かん

家
け

の藤
ふじ

原
はら

忠
ただ

通
みち

が石見国の知
ち

行
ぎょう

国
こく

主
しゅ

であっ

た平安末期に成立したと考えられ、その後、摂関九条家に伝えられ、園
おん

城
じょう

寺
じ

の円
えん

満
まん

院
いん

門
もん

跡
ぜき

も

支配に関与した。長野荘の成立時期は不明であるが、建
けん

長
ちょう

8(1256)年には、崇
す

徳
とく

天皇の御
み

影
えい

堂
どう

領
りょう

であることが確認できる。益田荘・長野荘ともに、天皇家、摂関家、門
もん

跡
ぜき

寺
じ

院
いん

という

有力な荘園領主の支配下にあった。 

 一方、平安時代末に石見国司として藤原
ふじわら

(御
み

神
か

本
もと

)国
くに

兼
かね

が赴任し、その後、兼
かね

高
たか

が益田に

本拠を移して益田氏を名乗るようになったといわれている。中世の益田は、石見国を代表

する有力武士団へと成長した益田氏がこの地を本拠としたことから大きく発展した。なか

でも益田本郷地域には、益田氏の城館跡である三宅御土居跡と七尾城跡等の中世遺跡や、

地割、地名、寺社、石造物が数多く残り、市域全体にも中世遺跡が点在する。さらに益田

家には、山陰地方では質・量ともに随一とされる文書群と貴重な美術工芸品が伝来した。 

益田本郷に位置する医光寺は、もと天台宗崇
すう

観
かん

寺
じ

の塔頭として貞
じょう

治
じ

2(1363)年に創建され

た臨済宗の寺院で、境内には国史跡及び名勝に指定された伝雪舟庭園がある。万福寺は、

万寿年間(1024～1027)に流失したとされる天台宗安福寺(中須町)を、兼
かね

見
み

が応安7(1374)年

に移転再建した寺院で、国重要文化財の本堂、国史跡及び名勝の伝雪舟庭園がある。妙義
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寺の創建は文
ぶん

永
えい

年間(1264～1274)と伝わる。益田藤
ふじ

兼
かね

はこの寺を特に重視し、たびたび寺

領を寄進し、末寺は15を数えた。門前には七尾城の堀・丸池からの川跡が残る。延喜式内

社の染羽天石勝神社は、奈良時代の神
じん

亀
き

年間(724～729)に創建されたという。天
てん

正
しょう

9(1581)

年に焼失したため、藤兼・元
もと

祥
よし

父子により再建された。その別当寺として勝
しょう

達
たつ

寺
じ

が創建さ

れ、中世初期には十六坊を構え繁栄したが、明治の廃
はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

により廃寺となった。七尾山

中腹の住吉神社は、兼高が上府(現在の浜田市)の住吉社を七尾城の鎮護神として奉祭した

ことに始まるという。現在の社殿は、寛
かん

文
ぶん

4(1664)年に浜田藩主松平氏によって造営された。 

七尾城下町には、防御のための遺構と考えられる暁音寺門前の鍵曲がりや、道に面して

連続して並ぶ短冊状の地割、「上市」、「中市」、「下市」、「上犬ノ馬場」、「下犬ノ馬場」の地

名等がみえ、中世の名残をとどめている。また、城下には総高210cmを測る市内最大の五輪

塔である妙
みょう

義
ぎ

寺
じ

桜
さくら

谷
だに

五
ご

輪
りん

塔
とう

(伝益田藤兼墓)をはじめ、数多くの花崗岩製の中世石造物が確

認されている。 

高津川・益田川下流域では、縄文時代前期に久城から中須、大塚にかけての海岸に砂州

が形成され始め、次第に砂丘帯へと発達し、外海と隔てられた潟湖を形成した。その後、

潟湖は河川上流からの土砂の流入などにより、次第に規模を狭め、陸地・平野化していく

が、一方で益田平野内の高津川・益田川の流路は複雑に蛇行・分流し、氾濫にともなって

河道の位置はしばしば変化したと考えられる。そして、中世になると、河川やそこにつな

がる入江地形といった潟湖的水域の縁辺部などに港湾集落が相次いで出現した。 

沖手遺跡(久城町)は、その中でいち早く成立した港湾集落で、道路を骨格として集落全

体の地割が行われ、これに沿って掘立柱建物や井戸、墓等の遺構が検出されている。続く中
なか

須
ず

東
ひがし

原
はら

遺跡・中
なか

須
ず

西
にし

原
はら

遺跡(中須町)でも方形の街区が形成され、多数の鍛冶関連遺構のほ

か、町屋や倉庫跡と思われる建物の柱穴が多数検出されている。最盛期には南面の旧河道

あるいは潟湖的な水域に沿って舟着場・荷揚げ場と考えられる礫敷きが築かれた。沖手遺

跡から中須東原・西原遺跡へと変遷した港湾施設の機能は、さらに上流の今市(乙吉町)へ

と移った。益田本郷市
いち

に対する新たな市
いち

町
まち

として成立した中
ちゅう

世
せい

今
いま

市
いち

遺跡は、16世紀前半に

造成が始まり、16世紀末に最盛期を迎えた後、17世紀後半から次第に土砂の堆積が進み、

下流の「下四反田」に荷揚げ場が移動するまで存続した。中央の道と両側の短冊状区画を

含む今市の地割全体が今も残る。 

これらの港湾遺跡は、西日本海を通じた国内外の遠隔地と益田本郷・三宅御土居・七尾

城、さらに内陸の都茂鉱山や匹見の山間地域などとつながる結節点として、中世の益田地

域における人々の活動と繁栄を支えた。 

高津川の中流域では、市域の南西部、横田町の山頂に建立された石
しゃく

塔
とう

寺
じ

大
だい

権
ごん

現
げん

は、『日本

三代実録』元慶2(878)年の条に「石見国石
しゃく

塔
とう

鬼
き

王
おう

帝
たい

釈
しゃく

天
てん

王
おう

国
ごく

社
しゃ

神
しん

並授従五位下」とみえる。

宝
ほう

永
えい

3(1706)年に境内から9口の経
きょう

筒
づつ

が発見され、うち越
えっ

州
しゅう

窯
よう

系青磁経筒1、褐
かつ

釉
ゆう

四
し

耳
じ

壺
こ

3、

須恵質壺1の5口が県有形文化財に指定されている。羽場遺跡(安富町)でも、緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

や12

世紀以降の陶磁器が大量に出土した。高津川支流の上流域にあたる匹見では、石見、安芸、

周防を結ぶ要衝地を支配した在地領主の館跡と推定される殿
との

屋
や

敷
しき

遺跡(匹見町紙祖)、青
せい

白
はく

磁
じ

梅
めい

瓶
ぴん

や12世紀後半と推定される和鏡の出土から在地有力者の館跡と推定される山
やま

根
ね

ノ
の

下
した
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遺跡(匹見町澄
すみ

川
かわ

)、そのほか要所に山城が築かれている。 

北条氏が石見国守護となり、益田本郷が一時的に益田氏の手を離れていた鎌倉時代後期

には、益田惣領家及び益田氏一族は、益田川上流の「山
せん

道
どう

」地域(美都町仙道)を本拠にし

たと推定されている。一帯では、中国製青磁碗、白磁小皿、湖
こ

州
しゅう

鏡
きょう

等が副葬された墓地の

粟
あわ

島
しま

原
ばら

遺跡(美都町小
こ

原
ばら

)、館推定地の一画から日
ひ

引
びき

石
いし

製(福井県産)宝篋印塔とともに褐釉

四耳壺、常
とこ

滑
なめ

系壺等を骨蔵器とした集石墓が発見された東
ひがし

仙
せん

道
どう

土
ど

居
い

遺跡(美都町仙道)、円

面硯等と豊富な中世陶磁器が出土し、古代の行政関連施設から在地領主の拠点施設に変遷

した酒屋原遺跡(美都町仙道)、緑釉陶器等が出土した下
しも

都
つ

茂
も

原
ばら

遺跡(美都町仙道)など中世

遺跡の発見が相次いでいる。さらに、上流域の都茂では都茂鉱山の近くで中世の銅精錬工

房跡が発見された大
おお

年
とし

ノ
の

元
もと

遺跡(美都町山本)が、丸茂では有力在地領主の館と推定される

森下
もりのした

遺跡(美都町丸
まる

茂
も

)が発見されている。 

益田の近世 

慶
けい

長
ちょう

5(1600)年、関ヶ原の戦いで西軍が敗北すると、西軍の総大将であった毛利氏は周
す

防
おう

・長
なが

門
と

(山口県)の2か国に減封された。元祥は、大名にするという徳川家からの誘いを断っ

て益田の地を離れ、長門国須佐(山口県萩市)へ移り、益田市域は幕府領と津和野藩領及び

浜田藩領となった。幕府領の村々は元
げん

和
な

年間(1615～1623)にはほとんどが津和野藩領と浜

田藩領に編成され、津和野藩では寛
かん

永
えい

14(1637)年、浜田藩では明
めい

暦
れき

4(1658)年に詳細な検地

が行われて地方支配の基礎とされた。益田平野の旧河道は新田として開発され、高津村沖
おき

田
た

の荒地も蟠竜湖から水を引き美田となった。 

津和野藩･浜田藩はともに製
せい

蝋
ろう

･製
せい

紙
し

を奨励した。匹見地域や美都地域では山林資源が豊

富なことから鑪
たたら

場が多く、井
い

野
の

村
むら

(現浜田市三隅町)から砂鉄を運んで経営され、製品は加
か

計
け

(現広島県安
あ

芸
き

太
おお

田
た

町加計)や益田へ搬出された。匹見川では鮎漁も盛んに行われた。都

茂鉱山は大
おお

森
もり

代
だい

官
かん

所
しょ

(現大田市)の支配下で採掘されていたが、採掘量が減ると天
てん

保
ぽう

13(1842)年に浜田藩の管理下となった。幕末、第二次幕
ばく

長
ちょう

戦
せん

争
そう

では石
せき

州
しゅう

口
ぐち

の益田で激戦が

あり、慶
けい

応
おう

2(1866)年には長州軍が幕府軍を破って浜田藩領に進攻し、明
めい

治
じ

2(1869)年まで

幕府領と浜田藩領は長
ちょう

州
しゅう

藩が支配した。 

近現代の益田 

明治2(1869)年の版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

により津和野藩主が藩知事に任命され、津和野藩以外の石見国

は大森県となった。大森県は翌明治3(1870)年に浜田県と改称、さらに明治4(1871)年には

津和野藩が廃されて浜田県となり、明治9(1876)年には第二次府
ふ

県
けん

統
とう

合
ごう

により島根県に合併

された。 

明治22(1889)年の町村制施行により、益田地域で1町14村、美都地域で3村、匹見地域で3

村が成立した。昭和27(1952)年には益田町を中心として益田市が誕生し、昭和の大合併に

より市域を拡大、美都地域･匹見地域においてもそれぞれ3村が合併して、昭和31(1956)年

には匹見町、昭和32(1957)年には美都町が誕生した。 

明治20(1887)年頃から都茂鉱山の稼働が再開され、昭和62(1987)年に全面閉山した。大

正12(1923)年には山口線･山陰本線がそれぞれ益田まで開通し、石見益田駅が開業した。鉄
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道の枕木需要から山間部では製材業が栄え、匹見川を利用して搬出された。また、大正

15(1926)年に匹見町から益田へ架
か

設
せつ

された総延長29.9㎞の索
さく

道
どう

が、馬車で2日を要した距離

を5時間で結んだ。1日平均38トンの物資が搬出され、途中8ヵ所の駅もあったが、奥部への

道路網整備が進み、自動車輸送が発達すると昭和26(1951)年に全線廃止された。明治

22(1889)年には山陰道が改修され、同26(1893)年から益田川沿いに整備が進められていた

往来道は大正12(1923)年には県道とされ、昭和39(1964)年には国道191号に昇格し、昭和

30(1955)年以降、国道9号、国道191号のバイパスが建設された。経済活動の中心が益田駅

付近に移行するにつれて吉田地区が発展し、昭和40(1965)年代以降は商業団地の造成、大

型店や諸官庁の進出などによって急速に都市化が進んだ。その後、運動公園や陸上競技場

などの体育施設、雪
せっ

舟
しゅう

の郷
さと

記念館、柿本神社(高津町)を取り込んだ万
まん

葉
よう

公
こう

園
えん

など文化施設

の整備も進められ、平成5(1993)年には石見空港が開港し、東京や大阪との時間的距離を短

縮した。 

益田市の歴史を活かしたまちづくり 

一方、昭和38(1963)年の豪雪は、山間部では挙
きょ

家
か

離
り

村
そん

が多発するなど、過
か

疎
そ

の引き金と

なったとされる。益田市は、昭和58(1983)年7月の山陰豪雨災害に見舞われ、大きな被害を

受けた。このため防災都市構想が策定され、国道191号と七尾町とを結ぶ路線が都市計画決

定された。道路整備事業は昭和59年8月から始まったが、この道路が縦断する三宅御土居跡

の史跡としての重要性が問われ、工事はいったん中断した。 

益田市では、三宅御土居跡の実態解明に着手する一方、解決策を模索し、平成6年に関係

者をはじめ市民の合意を得て「益田市歴史を活かしたまちづくり計画」を策定した。 

これに基づき、県道益田種三隅線は三宅御土居跡の遺跡を保護する工法を用い、遺構活

用広場も併設して整備された。また、中世城下町の遺構といわれる暁音寺鍵曲がりも保全

し、平成14年3月に全線が歴史の道「七尾城通り」として完成した。 

この一連の経過の中で、益田市は豊かな歴史と快適な現代社会とが共存する“中世文化

の薫るまち”の実現をめざすことになった。 

そして、平成16(2004)年に益田市、美都町、匹見町が合併して現在の益田市となり、同

年9月には益田氏城館跡が国史跡に指定された。翌年には、島根県芸術文化センター「グラ

ントワ」が開館し、益田はもとより、島根県西部の芸術・文化の発信拠点となった。平成

24(2012)年には、益田の歴史文化に関する情報発信と調査研究を一層推進していくために

益田市歴史文化研究センターが設置された。 

平成26(2014)年には中世の湊町中須東原遺跡が国史跡に指定され、益田市合併10周年を

記念して、関ヶ原の戦い以来400年ぶりに「益田家文書」が里帰りし、「益田家文書に見る

中世益田の館・城・湊」展が開催されている。また、平成29(2017)年には、益田氏をはじ

めとする石見の戦国武将の盛衰や文化を、美術品や文化財から紹介する「石見の戦国武将」

展が開催された。  
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2－2－2 中世の益田氏 

 益田氏城館跡は、益田氏が中世に本拠とした館と城の遺跡であ

ることから、ここでは中世の益田氏について詳しく述べる。 

御神本一族の分出 

平安時代末に石見国司として藤原(御神本)国兼が石見国衙に

赴任したという。源平の合戦に際して藤原(御神本)兼高はいちは

やく源氏方に味方し、元
げん

暦
りゃく

元(1184)年には石見国の押
おう

領
りょう

使
し

に任

命されて警察権を与えられ、石見全域に及ぶ所領を認められた。

その後、兼高の子や孫の代に、一族は益田、三
み

隅
すみ

、周
す

布
ふ

、福
ふく

屋
や

な

どの各氏に分かれ、彼等は同じ一族という意識を持ちつつも、そ

れぞれが独立した領主として活動するようになった。 

鎌倉後期の益田氏当主兼
かね

弘
ひろ

は、益田川中流域の山
せん

道
どう

地域(現在の美都町仙道)を本拠としていたと推定

されている。 

南北朝の動乱と益田兼見の台頭 

南北朝時代、益田氏は北朝方の石見守護上
うえ

野
の

頼
より

兼
かね

に従い、南朝方の石見国司日
ひ

野
の

邦
くに

光
みつ

に従う高津氏・

三隅氏などと抗争を続けた。この動乱期に、益田氏

は本来の嫡流であった兼
かね

世
よ

の系統が没落し、庶流で

あった兼見がこれに取って代わった。 

兼見は益田氏惣領
そうりょう

としての地位を確立し、益田の

平野部の大半を支配下に収めた。応
おう

安
あん

4(1371)年には

大
おお

檀
だん

那
な

として釈迦如来坐像を崇
すう

観
かん

寺
じ

に寄進、同

7(1374)年には万福寺を創建した。また、兼見は崇観

寺を諸
しょ

山
ざん

に、万福寺を本
ほん

道
どう

場
じょう

にしたという。永
えい

徳
とく

3(1383)年、兼見は子孫等が遵守すべき置
おき

文
ぶみ

を作成し、

惣領制のもとに一族を団結させ、崇観寺、万福寺や安
あん

国
こく

寺
じ

(浜田市)などの寺院、瀧
たき

蔵
くら

権
ごん

現
げん

(染羽天石勝神

社)や御神本大明神(美都町仙道)を大切にするよう

記している。兼見によって、中世の益田と益田氏の

基礎が築かれた。 

室町幕府・大内氏と益田氏の動向 

室町時代には、益田氏は室町幕府や石見守護山名

氏、周防・長門の大名大内氏と関係を深め、石見の

有力武士団として活躍した。一方、同じ御神本一族

の三隅氏・福屋氏・周布氏や、津和野の吉
よし

見
み

氏とは、

図 2－5 御神本国兼像 

   (雪舟の郷記念館所蔵) 

(数字は一般的な代数をあらわし、ゴシックは史料に

より惣領であることが確認できる人物を示す。) 

図2－6 益田氏家系図 
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しばしば対立することもあったが、時には盟約を結ぶなどして領主連合が形成され、次第

に益田氏がその盟主としての地位を得ることになった。 

兼
かね

堯
たか

は、父兼
かね

理
ただ

と兄の死によって幼くして家督を継いだ。当時の益田氏は東の三隅氏、

西の吉見氏との関係が悪く、兼理の代にはなんらかの内紛があったようで、応
おう

永
えい

33(1426)

年に大
おお

草
くさ

・波
は

田
だ

・符
こう

・乙吉・山道といった庶子家を追放するなど、内憂外患の状態にあっ

た。永
えい

享
きょう

7(1435)年に、寺
てら

戸
ど

禅
ぜん

幸
こう

ら106名の一族・家臣が、兼堯を惣領として忠誠を尽くす

と誓った。ここには兼理が追放した大草・波田・符氏らも見え、過去の遺恨を捨て一族・

家臣が結束して益田氏の危機にあたろうとしたと考えられる。その後、兼堯は室町幕府か

ら益田氏領の安堵(保証)を受け、幕府及び石見守護山名氏の周旋により三隅氏・吉見氏と

の関係改善も進めるなど、幕府・守護との関係を深めることで、益田氏の安泰を図ろうと

した。そのかわり、兼堯は幕府のための合戦に何度も出陣している。一方で、阿
あ

須
す

那
な

(邑
おお

南
なん

町
ちょう

)を本拠とする高
たか

橋
はし

氏と盟約関係を結んだり、大名大内氏との関係を深めたりするなど、

幕府・守護との関係だけにとどまらない動きも見せている。 

また、この頃の益田は山口の大内氏の影響を強く受け、兼堯は雪舟を益田に招いた。雪

舟は、万福寺や崇観寺に庭園を築き、兼堯の肖像画を描いた。こうしたことにより室町文

化が益田に花開いた。 

応
おう

仁
にん

・文
ぶん

明
めい

の乱に際して、大内政
まさ

弘
ひろ

は西軍方の主力として

上洛するが、その伯父大内道
どう

頓
とん

(教
のり

幸
ゆき

)が東軍方から大内氏当

主として認められ、東軍方として挙兵した。これに対して、

政弘方の陶
すえ

弘
ひろ

護
もり

が道頓を攻撃し、道頓が津和野の吉見氏らを

頼ると、弘護と姻戚関係(兼堯の娘が弘護の妻)にあった貞兼
さだかね

は弘護と連携して道頓を九州に没落させた。これにより、

文明
ぶんめい

10(1478)年に、貞兼は長門国の大
おお

井
い

・川
かわ

島
しま

(山口県萩市)

を預けられている。宗
むね

兼
かね

は大内氏に従って上洛し、足
あし

利
かが

義
よし

稙
たね

(最初は義
よし

尹
ただ

)・大内義
よし

興
おき

政権を支えた。これにより、「大
おお

外
と

様
ざま

衆
しゅう

」という大名に次ぐ地位として遇され、尹
ただ

兼
かね

は将軍から偏
へん

諱
き

を与えられ、刀剣・小袖などを賜った。京都国立博物館所

蔵の国重要文化財「太刀
た ち

銘
めい

成
なり

高
たか

」及び東京国立博物館所蔵の

国重要文化財「白
しろ

茶
ちゃ

地
じ

桐
きり

竹
たけ

文
もん

綾
あや

小
こ

袖
そで

」は、この時与えられた

ものという。また、大内氏は上洛にあたって、石見の領主の

関係改善を進め、これにより益田氏は石見領主連合の盟主的

な立場を占めるようになった。 

戦国の争乱と海洋領主的性格 

戦国時代になると、益田氏は大内氏重臣陶氏との関係をより深め、天
てん

文
ぶん

20(1551)年に陶晴
はる

賢
かた

(最初は隆
たか

房
ふさ

)が主君の大内義
よし

隆
たか

を滅ぼし、大内氏の実権を握ろうとすると、藤兼はこれ

に積極的に協力した。天文22(1553)年、益田氏・陶氏は共に敵対関係にあった吉見氏を攻

撃したが、安芸国の毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

が反陶氏の態度を鮮明にすると吉見氏と和睦した。藤兼は三

図 2－7  

       (雪舟の郷記念館所蔵) 
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隅氏を攻撃し、天文24(1555)年頃には三隅沿岸部や三隅氏の本拠高
たか

城
じょう

(浜田市三隅町)を攻

略したと推定される。また、長門国須佐・江
え

崎
さき

(山口県萩市)などにも勢力を伸ばした。 

しかし、弘
こう

治
じ

元(1555)年の厳
いつく

島
しま

合戦で、晴賢が毛利元就に敗れて戦死し、さらに同3(1557)

年に毛利氏が大内氏を滅ぼして、周防・長門を支配下に収めると、陶氏と関係の深かった

益田氏は毛利氏・吉見氏との緊張を高めた。実際に吉見氏は永
えい

禄
ろく

5(1562)年に須佐などを攻

略し、田
た

万
ま

川
がわ

を除く長門国阿
あ

武
ぶ

郡
ぐん

(現在の山口県北部)は吉見氏の支配下となった。こうし

た中、藤兼は吉
きっ

川
かわ

元
もと

春
はる

を介して毛利氏との和睦を進め、永禄6(1563)年に正式に講和した。 

このような益田氏の活動の背景には、豊富な地域資源と交易による経済力があったと思

われる。都茂鉱山は、その下流に大年ノ元遺跡(室町時代の銅精錬場)が発見されたことに

より、中世においても稼働していたと考えられる。また、天正6(1578)年に宗
むな

像
かた

大
たい

社
しゃ

(福岡

県宗像市)が遷宮を行った際、材木が益田で調達されている。これらのことから、中世の益

田は銅や材木といった地域資源に恵まれており、これらの地域資源は益田川・高津川・匹

見川などを使って川下しされ、河口域の港から国内外へと輸出されたと思われる。益田氏

はこうした交易に積極的に関わっていたと思われ、藤兼は長門国見
み

島
しま

(山口県萩市)を領有

して朝鮮との交易を行っていた可能性が指摘されており、実際に永禄11(1568)年に毛利氏

の本拠吉
よし

田
だ

郡
こおり

山
やま

城
じょう

(安
あ

芸
き

高
たか

田
た

市
し

)を藤兼・元祥父子が訪れた際には、毛利氏に朝鮮半島の虎

皮を贈ったり、北方産の昆布・数の子などの料理を振る舞ったりしている。これらのこと

から、益田氏はその「海洋領主的性格」が指摘されている。 

近世への転換と益田元祥 

安土桃山時代には、元祥が中世から近世への移行に積極的に

対応しようとした。元祥は天正11(1583)年に三宅御土居の大改

修を行い、東西190ｍ、南北110ｍの敷地の東西両側に土塁を構

え、周囲を堀で囲んだ大規模な館を築いた。また、豊臣政権下

の毛利氏内でも重要な地位を占めるようになった。 

慶長5(1600)年の関ヶ原の戦いに敗れた毛利氏が長門国に減

封されると、元祥はこれに従って長門国須佐(山口県萩市)に移

り、以後益田氏は萩藩毛利氏の永代家老家となった。益田氏が

去ると、益田市域は幕府領、津和野藩領、浜田藩領に分割され、

中世の終焉とともに城下町としての役割を終え、近
きん

世
せい

在
ざい

郷
ごう

町
まち

と

して発展した。 

なお、益田家に伝来した約1万8千点余りの文書「益田家文書」

は、質・量ともに全国屈指の文書群である。特に、中世の史料

800点余りは、中世の面影を今も伝える景観や遺跡などととも

に、中世を復元できる貴重な学術研究資料となっている。  

図 2－8  

(提供：島根県立石見美術) 
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表2－1 益田の歴史年表 

年号 西暦 益田市関連 日本国内 

原 

 

始 

(旧石器時代)   匹見でナイフ形石器が使われる(新槙原遺跡)   

(縄文時代)   上ノ原遺跡・蔵屋敷田遺跡が営まれる 土器が出現する 

  
匹見に九州、瀬戸内との交流拠点となる集落が現れる(中ノ坪遺

跡、石ヶ坪遺跡) 
  

  
匹見で配石遺構を伴う遺跡が営まれる(水田ノ上遺跡、石ヶ坪遺

跡、ヨレ遺跡、イセ遺跡)  
  

  安富に安富王子台遺跡が営まれる 北部九州に水田稲作が伝わる 

(弥生時代)   浜寄・地方遺跡で水田耕作が始まる   

  安富に環濠集落が営まれる(羽場遺跡)   

  専光寺脇遺跡で貼石墳丘墓が築かれる   

  安富、久城に大規模集落が営まれる(中小路遺跡、堂ノ上遺跡) 239 卑弥呼が魏に使いを送る 

古 

 

代 

(古墳時代)   四塚山古墳に三角縁神獣鏡が副葬される 各地に前方後円墳が築かれる 

  大元1号墳が築かれる   

  スクモ塚古墳が築かれる   

  小丸山古墳が築かれる   

  鵜の鼻古墳群、北長迫横穴群など群集墳、横穴墓が築かれる 
 

 
645 

 
大化の改新 

  694   藤原京に遷都 

  
 

柿本人麿が活躍する   

和銅3 710   平城京に遷都 

神亀2 725 瀧蔵権現(染羽天石勝神社)が創建される   

延暦13 794   平安京に遷都 

元慶5 881 都茂郷丸山で銅山が発見される 
 

中 

 

世 

  

仙道に粟島原遺跡、東仙道土居遺跡が、益田川河口域に沖手遺

跡が営まれる  

永久年間 

1113 

～ 

1118 

藤原(御神本)国兼、石見国司として赴任する  

元暦元 1184 藤原(御神本)兼高、源平の戦いに源氏方として軍功をあげる  

文治元 1185  鎌倉幕府成立 

建久3 1192  源頼朝、征夷大将軍となる 

建久年間 

1190 

～ 

1199 

藤原(御神本)兼高、益田に移り、益田氏と改める  

(北朝/南朝) 

正慶2/元弘3 
1333  鎌倉幕府滅亡 

建武3/延元元 1336 三隅氏、七尾城北尾崎木戸を急襲する 室町幕府成立 

暦応元/延元3 1338  足利尊氏、征夷大将軍となる 

暦応3/興国元 1340 益田兼見、豊田城を落とす  

暦応4/興国2 1341 益田兼見、稲積城、高津城を落とす  

応安4/建徳2 1371 益田兼見を大願主に崇観寺本尊として釈迦如来坐像が製作される  

応安7/文中3 1374 益田兼見を大檀那として万福寺が建立される  

永徳3/弘和3 1383 
足利義満、益田兼見の所領を安堵(保証)する 

益田兼見、置文を作成する 
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年号 西暦 益田市関連 日本国内 

中 

 

世 

明徳3/元中9 1392 
 

南北朝統一 

明徳4 1393 
大内義弘、益田兼家に益田荘地頭職を返還する。その際、要害の

破壊が命じられる  

永享3 1431 益田兼理、大内盛見に従い九州に出陣中、戦死する 
 

応仁元 1467 益田久直ら朝鮮と交易する 応仁・文明の乱(～1477) 

文明2 1470 益田貞兼、陶弘護と協力して大内道頓(教幸)方と戦う 
 

文明6 1474 足利義政、益田貞兼に高津など七郷の地頭職を安堵する 
 

文明11 1479 
東光寺僧竹心周鼎、雪舟筆の益田兼堯像に着賛(描かれている人

物を讃える文章)する。この頃、雪舟、崇観寺、万福寺に庭を築く  

永正5 1508 益田宗兼、大内義興に従って上洛する 
 

天文20 1551 益田藤兼、陶晴賢の下剋上に協力し、周布氏らを与同させる 
大内義隆、家臣の陶晴賢に攻

められて自刃 

天文22 1553 陶氏、益田氏、津和野の吉見氏を攻撃する 
 

天文24 1555 
 

毛利氏、厳島合戦で陶晴賢を

敗死させる 

弘治3 1557 益田藤兼、毛利氏と和睦交渉を進める 
毛利氏、大内義長を自害させ、

防長両国を征服する 

永禄5 1562 益田藤兼、毛利氏に呼応して、三隅氏の板井川要害を攻撃する 
毛利氏、尼子勢を放逐して石

見を制圧 

永禄6 1563 益田藤兼、毛利氏と正式に講和する 
 

 

永禄11 1568 
益田藤兼・元祥父子、安芸吉田郡山城の毛利元就のもとへ挨拶に

出向く 

織田信長が足利義昭を奉じて

上洛する 

元亀元 1570 益田藤兼、元祥に家督を譲る 
 

天正元 1573 
 

室町幕府滅亡 

 

 

近 

 

世 

天正10 1582 
 

 

本能寺の変 

毛利輝元、羽柴秀吉と講和 

天正11 1583 

益田元祥､三宅御土居を大改修し土塁･館を築く 

益田藤兼･元祥、七尾城を下城する 

益田藤兼・元祥、染羽天石勝神社(瀧蔵権現)本殿再建 
 

慶長5 1600 

益田元祥、伊勢などに出陣 

元祥、関ヶ原の戦いの後長門国須佐へ移る 

坂崎直盛、備前国岡山より津和野3万石にて移封され、津和野藩が

立藩する 

関ヶ原の戦い 

慶長8 1603 
 

徳川家康、征夷大将軍となり、

江戸に幕府を開く 

慶長9 1604 
毛利輝元、山口より萩へ移る 

益田・福原両家が永代家老家となる 
 

慶長19 1614 益田家旧臣木村祐光、三宅御土居跡に泉光寺を創建する 大坂冬の陣 

元和2 1616 
坂崎家が断絶 

津和野藩、高津川河口に高津港をつくる 
 

元和3 1617 亀井政矩、因幡国鹿野より津和野4万3千石に移封される   

元和5 1619 
古田重治、伊勢国松坂より浜田5万4千石にて移封され、浜田藩が

立藩する 
 

慶安2 1649 松平康映、播磨国宍粟より浜田5万石に移封される   

延宝9 1681 高津柿本神社、高津松崎より現在地へ移される   

宝永4 1707 
高津村庄屋長嶺嘉左衛門、高津湖水滝ノ山切抜水懸樋(蟠竜湖疎

水工事)を完成 
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年号 西暦 益田市関連 日本国内 

近 

 

世 

享保8 1723 柿本神社千年祭、正一位が贈られ御製短冊が奉納される   

享保14 1729 中須村浜崎の地から石造十三重層塔が掘り出される   

宝暦9 1759 本多忠敞、下総国古河より浜田に移封される   

明和6 1769 松平康福、再び浜田藩に移封される   

文化3 1806 伊能忠敬、長門から石見に入り測量を行う   

天保7 1836 松平斉厚、上野国館林より浜田に移封される   

慶応2 1866 石州口(扇原関門)の戦いにおいて、岸静江戦死 第2次幕長戦争 

慶応3 1867   
徳川慶喜、大政奉還する 

王政復古の大号令 

明治元 1868   鳥羽伏見の戦い 

近 

 

代 

明治2 1869 旧幕府領・旧浜田藩領に大森県を置く 版籍奉還 

明治3 1870 大森県を浜田県に改称する   

明治4 1871 石見国全体を浜田県とする 廃藩置県 

明治9 1876 浜田県を島根県に合併する   

明治27 1894   日清戦争(～1895) 

明治37 1904   日露戦争(～1905) 

大正12 1923 
山口線津和野－石見益田間が開通し、石見益田駅が開業する 

山陰本線三保三隅－石見益田間が開通する 
  

昭和12 1937   日中戦争はじまる 

昭和16 1941   太平洋戦争(～1945) 

現 

 

代 

昭和27 1952 益田町が市制に移行、益田市になる   

昭和31 1956 匹見村が町制に移行、匹見町になる   

昭和32 1957 美都村が町制に移行、美都町になる   

昭和38 1963 山間部が豪雪に見舞われる   

昭和45 1970 三宅御土居跡が県史跡に指定される 
 

昭和47 1972 七尾城跡附妙義寺境内が県史跡に指定される 
 

昭和58 1983 
歴史民俗資料館が開館 

県西部を中心に集中豪雨、益田市も甚大な被害を受ける 
  

平成2 1990 

益田市が国重要文化財「益田兼堯像」を購入 

雪舟の郷記念館が開館 

三宅御土居跡・七尾城跡の発掘調査がはじまる 

  

平成5 1993 県営石見空港が開港   

平成6 1994 
「益田市歴史を活かしたまちづくり計画」策定 

秦記念館が開館 
  

平成14 2002 
三宅御土居跡部分を通る道路整備が完了する(県道益田種三隅線

の一部) 
  

平成16 2004 

沖手遺跡の発掘調査がはじまる 

益田氏城館跡が国史跡に指定される 

益田市・美都町・匹見町が合併し、益田市となる 

  

平成17 2005 
中須西原・東原遺跡が発見され、発掘調査がはじまる 

島根県芸術文化センター「グラントワ」が開館 
  

平成19 2007 「史跡益田氏城館跡保存管理計画」策定  

平成26 2014 
中須東原遺跡が国史跡に指定される 

益田家文書里帰り展「益田家文書に見る中世益田の館・城・湊」開催  
  

平成29 2017 
島根県、益田市、東京大学史料編纂所の共同研究の成果発表とし

て「石見の戦国武将」展開催 
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図2－9 益田市域の主な中世遺跡等  
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2－2－3 益田氏城館跡に関わる歴史文化 

益田市には、中世に関わる歴史文化が数多く残されている。 

石見国を代表する有力武士団の益田氏が本拠とした益田本郷地域(現在の益田地区)には、

山城の七尾城と平地に築かれた居館の三宅御土居を中心に中世の遺跡や地割・地名、寺社、

石造物などが数多く残り、これを取り巻くように市域全体に中世遺跡が点在している。 

 また、山陰地方では質・量ともに随一とされる「益田家文書」をはじめとして、「安富家

文書」、「周布家文書」等の益田氏に関連する貴重な史料や、益田家が旧蔵していた絵画等

多くの美術工芸品が市内外で所蔵されている。これらは中世史研究に欠かせない資料であ

るとともに、中世益田の歴史を裏づける資料でもある。 

ここでは、その中から益田氏城館跡に関連すると考えられるものをとりあげる。 

中世の歴史文化は、大きくは益田氏城館跡を中心とする｢七尾城下町と周辺域｣、港湾遺

跡等が確認されている｢高津川・益田川河口域｣、銅山関連遺跡や鎌倉時代後期の益田氏本

拠地などがある｢高津川・益田川上流域｣に分布している。このうち七尾城下町とその周辺

域については【3-4 史跡周辺地域に残る中世の歴史文化、P68】でとりあげるため、これら

以外の地域について述べるものとする。 

 

(1) 高津川・益田川河口域 

高津川・益田川の河口域には、交易・流通拠点として発展した中須東原遺跡をはじめと

する複数の港湾遺跡や、古い歴史や伝承をもつ寺社、中世の名残を留める景観などが多く

存在する。 

 

表2－2 高津川・益田川河口域の歴史文化 

名        称 種別 概      要      等 

中須東原遺跡(中須町) 

 

港湾 

集落跡 

中世港湾遺跡。 

12～16世紀。 

海岸砂丘の内陸側に立地。 

道路によって区画された方形街区、汀線沿いに舟着場や荷揚げ場と

考えられる礫敷き遺構、多くの鍛冶関連遺構を検出。 

港を中心に展開した町の街区が良好な状態で残り、中世の港湾の成

立と展開が確認できる。 

隣接する中須西原遺跡は、本来中須東原遺跡と一体の港湾集落。 

 

◆国指定 平成26年3月18日指定 

 

沖手遺跡(久城町) 

 

港湾 

集落跡 

11世紀後半から12世紀にかけて成立・発展した、推定範囲86,000㎡

の大規模な港湾集落跡。 

幅4～6ｍの道路等によって複数のブロックに区画され、区画内で掘

立柱建物跡、井戸、墓などの遺構が確認されている。 

成立段階から一定の規格性をもち、道路を骨格とした集落全体の地

割が行われていたことがうかがえる。 
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名        称 種別 概      要      等 

中世今市遺跡(乙吉町) 

 

市町跡 益田川の支流今市川の右岸に所在。 

16世紀に入って衰退し始めた中須東原・西原遺跡に代わって築かれ

た港町。 

船着場と市場の機能を備え、益田氏の戦費や軍事物資を調達するた

めに特権商人が居住したと推定される。石垣の一部が市指定史跡。 

 

中世今市船着場跡 

 今市川に沿って延長約100ｍの護岸状石垣が築かれる。 

◆市指定 昭和56年2月23日指定 

安福寺跡(中須町) 

 

寺跡(伝

承地) 

万寿3(1026)年の地震・大津波で流失したと伝承される五福寺の一つ

で、中須にあったといわれる。 

跡地に小庵が再建されたというが、その後の応安7(1374)年に、益田

本郷に移転され、寺名を万福寺に改めて再建された。 

福王寺石造十三重塔は、享保14(1729)年の大洪水の際に、中須浜崎

の寺屋敷と呼ばれる寺跡推定地から掘り出されたもの。 

 

平田遺跡(中吉田町) 

 

集落跡 中世の全時期を通じて営まれた集落跡。 

近くには、五輪塔と宝篋印塔の残欠が残る。 

 

 

 

 

中世以来の景観を残す地割や土地利用 

 
 

歴史的

景観 

中須は江戸時代には中須村に属し、安永6(1777)年の村明細帳(右田

家文書)では家数77戸、人口307人とある。明治初期の中須村地引図

が残されているが、地引図と昭和20年代の土地利用図を比較しても、

里道や田畑の区画等が近年まで引き継がれていたことがわかる。現

在でも中須東原遺跡付近をみると、砂丘を貫く里道が北方の集落と

連絡するなど、道路としての機能をそのまま受けついでいる。また、

中須東原遺跡で発見された道路と考えられる溝状遺構の一部は、こ

れら里道にも継承されたようで、中世以来の地割や景観を今に遺す。 

高津川・益田川の河口域の寺社 

専光寺(久城町) 

 

寺院 

 

浄土真宗。本尊は阿弥陀如来。 

1580年頃に開山慶祐が幕府領佐摩村栃畑谷(現在の大田市大森町)に

創建。1700年前半頃に現在地へ移転される。 

 

 

 

 

(広島大学図書館所蔵) 
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名        称 種別 概      要      等 

高津川・益田川の河口域の寺社 

大塚神社(中島町) 

 

神社 一時期、熊野松神社境内に移転奉斎されたが、昭和18(1943)年の水害

により、最初の縁故地(現在地)に再建される。 

主祭神は事代主神、大物主神。 

熊野松神社(中島町) 

 

神社 寛永18(1641)年、熊野本宮より勧請されたと伝わる。 

主祭神は伊邪那岐命、伊邪那美命。 

大元神社(中吉田町) 

 

神社 天正3(1575)年に勧請されたと伝わる。 

主祭神は国常立神。境内神社として、杵築神社(大国主命神)、神明

神社(豊受姫神)、八坂神社(素戔嗚神)がある。 

 

 

 

厳島神社(中須町) 

 

神社 江戸時代に浜田組七浦大年寄を務めた中須村大賀家の鎮守社であっ

たものを中須村の氏神としたという。 

豊漁、航海安全を護る神として信仰を集める。 

恵毘須神社・大元神社(中須町) 

 

神社 厳島神社境内に祀られている。 

一般的に漁業・商業をはじめ、広く生業の守護神として、信仰を集

める。 

 

櫛代賀姫神社(久城町) 

 

神社 中須一帯を見下ろす益田川右岸の久城丘陵上にある式内社。 

神社由緒によると天平5(733)年に大浜浦に創建され、その後、久城

の緒継浜へ移り、さらに万寿3(1026)年の大津波で社殿が流失したた

め現在地に移転したと伝わる。 

中世には益田氏の庇護を受ける。 

本殿は明和2(1765)年建築で、国の登録有形文化財。 

神社の南方300ｍには明治初年に廃絶した別当寺真如坊跡がある。 

 

◆国登録 平成25年6月21日登録 
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名        称 種別 概      要      等 

福王寺(中須町) 

 

 

 

 

 

 

 

福王寺石造十三重塔 

 
 

寺院 

 

 

 

 

 

 

 

建造物 

浄土宗寺院。 

かつての高津川・益田川河口域にあったと伝承される五福寺(専福

寺・安福寺・福王寺・妙福寺・蔵福寺)の一つ。 

現在の本堂は安政4(1857)年の再建。 

境内には県指定の石造物や、元徳2(1330)年の年号が彫られた五輪塔

の地輪、中世石塔が多く残る。 

 

 

花崗岩製層塔。総高4.2ｍ。 

鎌倉時代後期。 

       

◆県指定 昭和38年7月2日指定 

 

 

 

 

 

 図2－10 高津川・益田川の河口域の主な中世遺跡と寺社 
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 (2) 高津川・益田川上流域 

益田氏一族の本拠が一時期置かれていた益田川上流域や、豪族居館跡等が確認されてい

る高津川流域(匹見川上流等)にも重要な益田氏関連遺跡群がある。 

 

表2－3 高津川・益田川上流域の歴史文化 

名        称 種別 概      要      等 

仙道地域中世遺跡群 

 

東仙道土居遺跡 

 

 

 

墓 

 

 

 

 

 

仙道地域は、鎌倉後期の益田氏が本拠を置いていたと推定される地域

であり、益田氏の歴史上で重要な位置を占める。 
 
・遺構/集石墓 

・蔵骨器として褐釉四耳壺や常滑系壺が出土。 
・付近に館跡が推定される。 
・13～15世紀の在地領主の館。 

酒屋原遺跡 

 

役所跡 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・遺構/道路、柱穴 
・役所跡(8世紀後～9世紀初)から在地領主の拠点施設(11～14世紀) 
へ変遷。 

・円面硯などが出土。 
 
 

 
 
 

 

下都茂原遺跡 

 

集落跡 ・遺構/掘立柱建物、井戸、土坑 

・緑釉陶器、黒色土器などが出土。 
・9世紀末～13世紀の役人の居住集落。 
 

 

 

栗島原遺跡 

 

墓 

 

・遺構/土坑墓 

・12世紀末～13世紀初の小領主の墓。 
・同安窯青磁、白磁、湖州鏡などの副葬品。 
 

粟島原遺跡出土品 
◆市指定考古資料 平成12年5月26日指定 

 

四ツ山城跡 

 

城跡 

 

・遺構/未調査のため不詳。 
・仙道氏の拠城か。 
 

◆市指定 昭和56年3月24日指定 
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名        称 種別 概      要      等 

大年ノ元遺跡(美都町山本) 

 

集落跡 ・遺構/掘立柱建物、竪穴状建物 

・14～15世紀の銅製錬工房跡。 
・『日本三代実録』に記された丸山銅山の下流約3.5kmに立地。 
・周辺に「古市」「鍛冶や」などの地名が残る。 

都茂鉱山跡(美都町山本) 

 

鉱山跡 ・遺構/未調査のため不詳 
・元慶5(881)年に「都茂郷丸山」で銅が採れたとして、中央から役人 

が派遣された(『日本三代実録』)。 
・1600年に幕府領となる。 
・1898～1901年の間、津和野の堀氏が経営。 

・昭和62(1987)年に閉山。 

山根ノ下遺跡(匹見町広瀬) 

 

館跡 ・遺構/柱穴群、土坑 
・益田氏勢力下の在地領主の館か(14～15世紀前半)。 
・青白磁梅瓶や朝鮮陶磁碗などが出土。 

 
山根ノ下遺跡の和鏡 
◆市指定考古資料 平成16年10月1日指定 

殿屋敷遺跡(匹見町紙祖) 

 

館跡 ・遺構/柱穴群、土坑 

・安芸、周防に接する。 
・14世紀中頃～16世紀にかけての在地領主の居館跡。 
・朝鮮陶磁碗や東南アジア産瓶、豆板銀などが出土。 

 
殿屋敷遺跡と遺物 
◆市指定 平成10年2月19日指定 
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2－2－4 指定文化財 

益田市には原始・古代からの文化財が数多く残り、建造物2件、絵画3件、史跡3件、史跡

及び名勝2件、天然記念物1件の計11件が国指定文化財であり、さらに24件の県指定文化財、

96件の市指定文化財、10件の国登録文化財を有する。全141件の指定・登録文化財のうち、

区分別では史跡(48件)が、時代別では中世(45件)の文化財が最も多い。この他に、旧「重

要美術品等ノ保存ニ関スル法律」による認定重要美術品が1件ある。 

 

表2－4 益田市の指定・登録文化財 

種別･区分 

指定等の区分 

国宝 
重要 

文化財 

国指定 
(左記以

外) 

登録 

文化財 
県指定 市指定 合計 

種 
 

別 

有形文化財 

建造物 
 

2 
 

10 3 5 20 

絵画 
 

3 
  

2 7 12 

彫刻 
    

4 5 9 

工芸品 
     

2 2 

書跡 
       

古文書 
    

3 7 10 

考古資料 
    

1 5 6 

歴史資料 
     

1 1 

無形文化財 工芸技術 
       

民俗文化財 
有形民俗文化財 

    
2 2 4 

無形民俗文化財 
    

2 11 13 

記念物 

史跡 
  

3 
 

4 41 48 

名勝 
    

1 
 

1 

史跡及び名勝 
  

2 
  

1 3 

天然記念物 
  

1 
 

2 9 12 

特別天然記念物 
       

合 計  
5 6 

10 24 96 
141 

(1)※７ 11 

※７「柿本神社御法楽御短冊」(認定重要美術品) 
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2－3 社会的環境 

2－3－1 人口 

 平成30(2018)年3月末日現在の益田市の人口は47,200人、世帯数は21,409世帯である。人

口の推移をみると、昭和60(1985)年の60,080人をピークに、それ以降減少に転じている。

一方、世帯数は核家族化の進行、単身世帯や高齢者のみの世帯が増えていることにより増

加傾向にある。年齢3区分では65歳以上の老齢人口が36.8％と、県全体の33.6％(ただし、

県全体のデータは平成29年10月1日現在)を上回り高齢化が顕著である。また、地区別では

吉田地区、高津地区、益田地区及び安田地区の4地区に人口が集中しており、全体の67.9％

を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
益田地区 吉田地区 高津地区 安田地区 その他地区 

 
市全体 

うち旧美都町 うち旧匹見町 

5,832 14,084 8,365 3,796 15,123 1,962 1,119 47,200 

 

  

図2－11 人口・世帯数グラフ 

 
表2－5 益田市年齢別人口 

 

(平成30年3月末日現在) 

 

(世帯) (人) 

(平成30年3月末日現在) 

 

(平成30年3月末日現在) 

 

15歳未満 15～64歳 65歳以上 総数

人口(人) 5,764 24,092 17,344 47,200

割合(％) 12.2 51.0 36.8

 

 

表2－6 益田市地区別人口 

 

(人) 
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2－3－2 産業 

 平成28(2016)年6月1日現在の産業別就業者数では、第3次産業の事業所数・従業者数が最

も多く、全体の70％以上を占め、次いで第2次産業(約20％)で、第1次産業である農林漁業

の従事者数は全体の3％に満たない。業種別の従業者数を見ると、第3次産業の卸売業・小

売業4,250人が最も多く、医療・福祉3,703人、製造業2,474人、建設業2,060人と続く。 

 なお、益田市では豊かな自然等地域資源を活かした第1次～第3次にわたる多様な産業の

連携、付加価値を付けたブランドの確立等による産業の振興に取り組んでいる。 

 

表2－7 産業大分類別事業所数及び従業者数 

 第1次～第3次 

産業総数 

第1次産業 第2次産業 

農林漁業 鉱業 建設業 製造業 

事業所数 

(所) 
2,590 51 7 250 140 

従業者数

(人) 
20,074 588 45 2,060 2,474 

 第3次産業 
電気・

ガス・

熱供給

・水道 
 

情報通

信業 
 
 
 

運輸業

・郵便業 
 
 

卸売業

・小売業 
 
 

金融業

・保険業 
 
 

不動産

業・物品

賃貸業 
 

宿泊業

・飲食サ

ービス

業 
 

医療・福

祉 
 
 
 

教育学

習支援 
 
 
 

複合サ

ービス

業 
 
 

学術研

究・専門

・技術サ

ービス 

生活関

連サー

ビス業

・娯楽業 

サービ

ス業 
 
 
 

事業所数 

(所) 
4 20 53 674 50 110 318 217 67 50 110 269 193 

従業者数

(人) 
129 137 839 4,250 494 296 1,559 3,703 449 340 576 860 1,275 

(総務省「平成28年経済センサス―活動調査」) 

 

2－3－3 土地利用 

 益田市の総面積は733.19㎢で、島根県の総面積の約1割を占める。面積の大半が林野から

なり、特に美都地域、匹見地域では90％近くを山林が占めている。平成30(2018)年の地目

別面積をみると、主に平地に展開する田・畑・宅地は全体の約7％である。 

 

 

 

  

田 21.94 

畑 14.67 

宅地 11.14 

池沼 1.01 

山林 237.81 

牧場 0 

原野 9.23 

雑種地 5.01 

その他 432.38 

総計 733.19 

表2－8 地目別面積 (㎢) 田

3%

畑

2%

宅地

2% 池沼

0%

山林

32%

牧場

0%
原野

1%
雑種地

1%

その他

59%

(保安林、墓地、 

公有地等非課税地 

含む) 

(税務課資料) 
(平成30年1月1日現在) 

図2－12 地目別面積比 
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2－3－4 道路・交通 

 益田市域の道路網は、主要幹線道として山陰地方を東西に結ぶ国道9号をはじめ、山口県

下関市から広島県広島市に至る国道191号、益田市内で国道9号から分岐し匹見川に沿って

広島県廿
はつ

日
か

市
いち

市
し

方面に連絡する国道488号があり、これら国道に地域幹線道である県道や市

内各所を結ぶ市道が接続している。 

また、周辺諸都市間の時間短縮や交通拠点へのアクセス強化等による地域間の連携強化、

交流の推進を目的として整備が進められている山陰道(高速自動車国道及び一般国道の自

動車専用道路)では、益田市域において三隅・益田道路(三隅IC－遠田IC)、益田道路(遠田

IC－須
す

子
こ

IC)が国道9号のバイパスとして整備が進められている。このうち、遠田IC－久城

IC及び高津IC-須子IC間が開通し、益田道路の未開通区間の久城ICと高津IC間は県道久城イ

ンター線が整備されている。なお、全長380kmに及ぶ山陰道の整備は、一部区間で事業未着

手区間等もあり、全体としては完成に至っていない。特に、山陰の東西を結ぶ唯一の幹線

道路である国道9号は代替路となる幹線道路が無く、渋滞や緊急時の輸送道路確保等が課題

とされており、早期の高規格道路の整備・完成が待たれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図2－13 益田市の交通網図(1) 
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鉄道は市内中心部にあるJR益田駅が山陰本線と山口線の乗換駅となっている。山口線は

山陽本線・山陽新幹線駅である新山口駅方面と連絡する路線で、津和野－山口間を走るSL

やまぐち号がよく知られている。益田駅を通る特急列車は、新山口方面が1日3往復、米子

方面が1日4往復運行している。 

 また、益田市は市街地近くに萩・石見空港を有しており、1日2往復の東京便と夏期限定

で1日1往復の大阪便が運航している。よって、島根県西部と山口県北部の空の玄関口とし

ての役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－3－5 観光資源 

 益田市は豊かな自然に恵まれ、本市を流れて日本海に注ぐ高津川は平成18年から6度日本

一に選ばれた全国屈指の清流で、益田ブランドの鮎を求めて全国各地から多くの釣り人が

訪れている。また、変化に富んだ海岸線は岬も多く、年間を通して釣りを楽しめるほか、唐音
からおと

の水仙公園は日本海を背景に市花である日本水仙200万株を見ることができる。 

 中世には地方豪族益田氏の本拠地として栄えた当地には益田氏ゆかりの史跡が多く、益

田氏城館跡や、益田氏の招きによってこの地で晩年を過ごした室町中期の画聖雪舟の作と

いわれる庭園(医光寺・万福寺)等が残る。また、万葉集の歌人柿本人麿の生誕・終焉地と

され、人麿を祀る高津柿本神社や生誕の地と古くから語り継がれる戸田柿本神社がある。

これら本市ゆかりの人物を顕彰・記念する施設として、県立万葉公園や益田市立雪舟の郷

記念館などが整備されている。蟠竜湖県立自然公園は砂丘によって形成された堰止湖を利

用した公園で、万葉公園と一体的に利用されている。また、およそ28万枚の石州瓦で覆わ

れた島根県芸術文化センター「グラントワ」は、島根県立石見美術館と島根県立いわみ芸

術劇場の複合施設で、多様で質の高い芸術文化鑑賞の機会を提供している。 

図2－14 益田市の交通網図(2) 
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 「平成29年島根県観光動態調査」による平成29年の益田市の観光客数は961,464人で、主

な集客施設としては島根県芸術文化センター「グラントワ」が377,383人、万葉公園が

270,274人、美都温泉が96,426人などとなっている。周辺市町では浜田市が1,554,078人、

津和野町が1,213,853人で、前者には石見海浜公園(520,250人)、後者には太
たい

皷
こ

谷
だに

稲
い

成
なり

神
じん

社
じゃ

(592,985人)などの集客施設がある。 

益田市の交流人口の拡大にあたっては、広範な市域に点在する観光資源のネットワーク

化や新たな資源の掘り起こしによる観光地としての認知度の向上に加え、周辺市町を訪問

する観光客の周遊の促進が課題となっている。 

図2－15 観光資源分布図 

拡大図 


